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要 旨   

チアミン欠乏症は、アルコール依存症との関連や、チアミン含有量の少ない主食に依存

する低・中所得国（LMICs）で一般的な問題として認識されている。我々は、先進国に

おける非アルコール性の原因によるチアミン欠乏症と確認された成人症例を特定するた

めに、公表および未公表のデータの文献調査を実施した。その結果、幅広い年齢層と基

礎疾患（がん、消化器疾患、心不全、肥満など）を有する成人患者を対象としたチアミ

ン欠乏症が確認された 17報告、81症例が選ばれた。チアミン欠乏症は、疾患に関連し

た栄養不良、肥満手術、利尿剤の慢性的使用、反復する嘔吐、非経口栄養製剤のチアミ

ン不足、食糧難、単調または制限的な食事への依存によって引き起こされた可能性があ

る。チアミンの静脈内投与により、ほとんどの患者で症状（心臓、神経系、代謝障害）

の一部または完全な回復が見られた。このレビューで確認されたチアミン欠乏症の成人

の数と種類は、チアミン欠乏症が LMICsだけのものではなく、高所得の環境では、アル

コール依存症患者だけのものではないことを実証している。先進国では、この深刻だが

治療可能な状態は、様々な病状に悩む患者や特定の食事パターンに従っている患者で予

想されるものである。 

 


